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本日の内容

１ 埼玉県社会福祉協議会（介護すまいる館）について

２ 介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築事業

窓口業務の概要

３ 介護すまいる館での本事業の取組

４ コロナ禍の中で



１ 埼玉県社会福祉協議会 （介護すまいる館）について

社会福祉協議会とは

・地域福祉の推進を図ることを目的とする民間団体（社会福祉法

に規定される社会福祉法人）

・各行政区（市区町村・都道府県）ごとに設置

福祉人材の養成
○福祉の職場の就職
斡旋
○福祉従事者・民生委
員への研修

ボランティア支援
○ボランティアの養成や
支援

○災害ボランティア支援

生活困窮者支援
○生活困窮者への支
援としての自立相談
○生活福祉貸付等

主な事業から

福祉施設の支援

障害者施設・児童施設・
社会福祉法人の経営者
団体などの事務局の受
託



１ 埼玉県社会福祉協議会 （介護すまいる館）について

介護すまいる館【福祉機器展示場】とは

・平成元年1月 オープン（シルバーサービス情報公社が運営）

・平成9年4月 埼玉県社会福祉協議会が運営を引継ぎ

・平成13年4月 現在地へ移転。現在は、指定管理事業として運営。

・約1300点の福祉用具展示
※福祉用具供給協会協力

・昨年度はのべ約5万人利用
・看護学校等の学びでも活用
・ｹｱﾏﾈ等福祉従事者も来館



１ 埼玉県社会福祉協議会 （介護すまいる館）について

・ホームページ
【見学募集や福祉用
具レビュー】

・YouTube【介護すま
いる館の説明】

・Facebook（シャキた
まくん通信）
【各行事の案内】



２ 介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム
構築事業（以下「PF事業」） 窓口業務の概要

事業概要
介護人材の不足が深刻な社会的課題となる中、その解決策の一つとして、高齢者

の自立支援の促進、質の高い介護を実現するためのICTや介護ロボットなどのテクノ
ロジーの活用が期待されています。一方で、介護現場では、「どの種類の介護ロボ
ットを選んでよいのかわからない」、「現場が忙しく業務改革に取り組めない」と
いった声も少なくありません。また、開発企業は、より介護現場のニーズに合った
製品開発を進めていくことなどが求められています。

本事業は、地域における相談窓口の設置、介護ロボットの評価・効果検証を実施
するリビングラボ（開発の促進機関）を含む関係機関のネットワークの形成、実証
フィールドの整備などを行うことで、全国にプラットフォームを構築し、介護ロボ
ットの開発・実証・普及の流れを加速化することを目指しています。

引用：ＰＦ事業ＨＰ（https://www.kaigo-pf.com/about/）より

https://www.kaigo-pf.com/about/


２ 介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム
構築事業（以下「PF事業」） 窓口業務の概要

相談窓口
・介護ロボットに関
わる相談受付

・介護ロボットの
紹介・試用（無料）
貸出

・体験展示や研修
開催

図の引用：ＰＦ事業ＨＰ（https://www.kaigo-pf.com/about/）より

https://www.kaigo-pf.com/about/


図の引用【次頁含む】
介護ロボットの試用貸出リ
スト
令和２年７月３日現在
厚生労働省
公益財団法人テクノエイド
協会

試用貸出終了後、
貸出先事業所には
アンケートに回答い
ただく。
この内容を、今後

の介護ロボット開発
等に活用





相談窓口
紹 介

相談窓口
・全ての窓口で、ＺＯＯＭでの相談も可能
・施設・事業所のほか、開発企業からの相談も受
け付けており、専門機関に取り次ぐことも可能

図の引用：ＰＦ事業ＨＰ（https://www.kaigo-pf.com/soudan/info.html）より



３ 介護すまいる館での本事業の取組

① 広報 介護すまいる館ＨＰ内に特設ページを作成



３ 介護すまいる館での本事業の取組

① 広報 介護ロボットレビューを掲載



３ 介護すまいる館での本事業の取組

① 広報 担当県所在施設にチラシ配布

当館の窓口担当県（埼玉県・茨城県
・栃木県・群馬県・新潟県）所在の特
別養護老人ホーム、老人保健施設全て
にチラシ配布

① 広報 取材対応

１福祉新聞（令和２年８月２４日号）
２ＮＨＫ 首都圏ネットワーク
（令和２年１０月２９日放送）

３介護のニュースサイトJOINT
（令和２年１２月１６日掲載）
※１・３は、現在も各HPで閲覧可能



３ 介護すまいる館での本事業の取組

② 連携 埼玉県老人福祉施設協議会（老施協）

老施協へ当館からＰＲ

○老施協主催会議や研修等の際に当
事業の説明を行った

○老施協役員に展示の介護ロボット
を体験いただいた

○会員向け広報誌に本事業を掲載い
ただいた

老施協の協力

○既存の委員会を窓口に、当館との連
携を強化

○老施協主導で、県、本会の三者での
連携会議を開催
→会員向け広報誌に掲載し情報発信

○介護ロボット利用実態調査を実施



３ 介護すまいる館での本事業の取組

③ 実際の相談内容から

試用貸出を利用したい
（埼玉県以外からも有）

どんな介護ロボットが使用
貸出できるのか実際に見た
い

本事業のことを詳しく知り
たい

④ 実際の相談対応から

来館いただき、展示し
ている介護ロボットを
体験してもらい試用貸
出の検討をしていただ
いた(緊急事態宣言時
以外）

試用貸出リストにない
介護ロボットについて
は、メーカーへの仲介
・調整を行った

「●●も試用貸出リス
トに入れてほしい」と
いった要望も受け付け
受託元へ報告した

「●●の介護ﾛﾎﾞｯﾄを
借りたい」という具体
的な相談の場合、なる
べく早く貸出できるよ
う調整した



３ 介護すまいる館での本事業の取組

⑤ 相談及び利用の傾向

既に介護ロボットの
導入を検討していた
法人からの試用貸出
依頼が多い

１種類のみでなく複
数種類希望するケー
スが増えている

来館しての相談の際
には、責任者+現場
スタッフの組み合わ
せが多い

移乗・移動支援の介
護ロボットの試用貸
出申込が多く、貸出
期間の調整（変更）
が必要

殆どが高齢者施設か
らの相談だが、障害
者施設からの試用貸
出希望もあった

「○○の記事(報道)
を見て知った」とい
う相談もあった

試用貸出の結果「当
施設では、サイズ的
に使用が難しい事が
分かった」と、導入
に至らないケースも
あった



３ 介護すまいる館での本事業の取組

⑥ 介護すまいる館としての効果

本事業を受託して、介護ロボットの展示が充実した

→無料では介護ロボットの展示が難しいケースもあった
→本事業をきっかけに、無料での展示をしてくれるメーカーもあった

介護ロボット・福祉用具利用の相乗効果が出てきた

→介護ロボットの試用貸出目的で来館した事業者が、福祉用具も見学し
た結果、事業所での導入をしたり、利用者（家族）にＰＲしてくれる
ようになった



４ コロナ禍の中で

緊急事態宣言等の理由
で、介護すまいる館自
体が対面の相談を原則
休止にしたことで「実
際に見たり、館内で試
用する」ことが難しく
なっている
(zoomでの相談は対応）

「同法人内で新型
コロナ陽性者が出
たため」と、来館
での相談予約や試
用貸出がキャンセ
ルになったケース
もあった

集合研修の実施が
難しい事から、研
修開催時等にＰＲ
することができな
くなっている
（今年度の介護す
まいる館主催の研
修は全てｵﾝﾗｲﾝ）



・本事業ＰＲのお願い（口コミも、ＨＰ等のシェアも）
●共通（https://www.kaigo-pf.com/）
●介護すまいる館

（https://www.fukushi-saitama.or.jp/site/care-smile/）

・まずは、お電話での相談を
事業所は試用貸出の活用を(試用後の導入は必須ではない)

・開発企業からの相談も受付

・緊急事態宣言中は特に、ＨＰ、ＺＯＯＭ相談の活用も

まとめ

https://www.kaigo-pf.com/
https://www.fukushi-saitama.or.jp/site/care-smile/
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